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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗浄水を給水しながら機体の底面に設けた洗浄ブラシ又はパッドを回転して床面を洗浄
し、洗浄後の汚水をブロアーの吸引力によって上記洗浄ブラシ又はパッドの後方に配置し
たスキージで回収して汚水タンクに回収するか、又は、その汚水を浄化して洗浄水として
再利用するように構成した床面洗浄機であって、
　上記洗浄ブラシ又はパッドの周囲に空間部を設け、この空間部には、上記洗浄ブラシ又
はパッドの上面を覆う天板と、この天板の外周部に上記洗浄ブラシ又はパッドの外周を囲
むように内外二重に、而も、間隔をあけて並設した内側排気エアガード、及び、外側排気
エアガードとから成る排気エアガード体を配置せしめ、且つ、上記天板及び内外の排気エ
アガード体によって仕切られた断面が底面開口型の略円環形状の空間を排気エア室と成し
、この排気エア室の左右の上面部に対して、上記機体の後方で左右に分岐された排気ホー
スを介して前記排気エア室の両側より前記ブロアーの排気口を連通接続することにより、
当該排気エア室の圧力を増加するように構成して、当該増加した圧力によって上記排気エ
アガード体の全体を床面より浮上する上昇方向に付勢せしめると共に、
　前記内側排気エアガードの上下丈を、下端部側が床面に対して当接しやすいように前記
外側排気エアガードの上下丈よりも長く構成し、且つ、この外側排気エアガードの上下丈
を、下端部と床面との間に隙間が生じるように短かく構成したことを特徴とする床面洗浄
機。
【請求項２】
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　前記排気エアガード体の一部若しくは全部を可撓性部材を用いて構成し、且つ、少なく
とも前記外側排気エアガードを内側排気エアガードよりも撓みやすい形状、若しくは、材
料で構成したことを特徴とする請求項１に記載の床面洗浄機。
【請求項３】
　前記洗浄ブラシ又はパッドが収められた前記排気エアガード体の内部空間をブラシ室と
成し、このブラシ室の予め設定された高さ位置に、当該ブラシ室から前記排気エアガード
体を貫通して前記スキージの方向に開口するバイパス通路を開口形成したことを特徴とす
る請求項１又は２に記載の床面洗浄機。
【請求項４】
　前記洗浄水の給水手段が前記排気エアガード体の内部に洗浄水を貯めてから、前記洗浄
ブラシ又はパッドを回転して床面の洗浄を開始するように構成すると共に、この洗浄を開
始するに当たって、上記の給水手段は、始めにその給水能力の範囲内で多量の洗浄水を排
気エアガード体内に給水し、その後、予め設定した給水量若しくは時間に達したら、通常
洗浄時の給水量に推移し、それと同時、若しくは、予め設定した給水量又は給水時間に達
する前に、前記洗浄ブラシ又はパッドの回転を開始して、洗浄運転に推移することを特徴
とする請求項１、２又は３に記載の床面洗浄機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、モータによって回転される洗浄ブラシ又はパッドに対して、清水或は洗浄液
（以下単に洗浄水と云う）を供給して床面の洗浄を行う床面洗浄機の技術分野で利用され
るものであって、具体的には、洗浄時に洗浄ブラシ又はパッドの回転によって洗浄水が外
部に飛散したり、或は、溢れ出ることを防止することができるスプラッシュガードを、高
性能に実現する機能を備えた床面洗浄機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の床面洗浄機において、本出願人は例えば特許文献１の各図に記載されているよう
に、機体の底面に、洗浄ブラシ又はパッドの前方部及び左右側面部を囲むように圧縮エア
ーの供給管を配管し、この供給管の底面側に床面に向けて圧縮エアーを内向きに噴射して
エアーシールを形成する多数のノズルを設け、且つ、この供給管の後端部間に上記洗浄ブ
ラシ又はパッドの後方部を囲むゴムブレードを取り付け、これら供給管とゴムブレードに
囲まれた内部に給水パイプを通して洗浄水を給水する装置を開発して、洗浄水の飛散や湧
出を防止している。
【０００３】
　一方、特許文献２に記載の床面洗浄機では、洗浄用パッドの両側面側にバキュームモー
タからの排気が送り込まれるように、モータ排気管の先端分に空気噴出装置を設け、洗浄
後の汚水を確実に吸引する技術が開示されている。
【特許文献１】特許第３２１９９４４号公報
【特許文献２】特開２００２‐１７７１８０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、上記特許文献１に記載の「スプラッシュガード機能を備えた床面洗浄機」で
は、洗浄ブラシ又はパッドの周囲に多数のノズルから床面に向けて噴出されるエアーでエ
アーシール（エアーカーテン）を形成させることにより、そこから洗浄水が外部に飛散及
び湧出すること防止しているが、床面に噴出されたエアーにより洗浄前の床面の塵埃が飛
散するという問題がある。
【０００５】
　また、多数のノズルから噴出したエアーによるエアーカーテンでは、ノズルとノズルの
間のエアー圧が低い箇所からの洗浄水の湧出が防止しにくく、そのためにノズル箇所を増
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加させる必要があり、装置全体の構成が複雑化してコストアップとなるという問題もある
。
【０００６】
　さらに、上記文献２に記載の「床面洗浄機」の技術では、ブロアー排気管の先端から洗
浄用パッドに向けて床面と平行に排気エアーを噴出させる排気路を構成する部材は、床面
上を摺動させなければならないため、床面を傷つけたり、排気路部材が床面の凹凸に引っ
かかって破損する可能性がある。また、これを回避するために床面から排気路部材を離す
構造にすると、排気エアーによって洗浄水を洗浄用パッドの周囲にとどまらせる効果が低
減してしまい、排気路部材と床面との隙間から洗浄水が湧出してしまうという問題があっ
た。
【０００７】
　従って本発明の技術的課題は、スキージに吸引作用を及ぼす吸引ブロアーの排気エアー
を利用したスプラッシュガードを使用することによって、床面との接触による傷つきや摩
耗の問題と、塵埃の飛散の問題も解消しつつ、優れた洗浄水の飛散防止機能と溢出防止機
能を発揮できると共に、給水された洗浄水を長い時間洗浄に利用して、水の浪費を極力防
止するように工夫した床面洗浄機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
（１）　上記の技術的課題を解決するために、本発明の請求項１に係る床面洗浄機は洗浄
水を給水しながら機体の底面に設けた洗浄ブラシ又はパッドを回転して床面を洗浄し、洗
浄後の汚水をブロアーの吸引力によって上記洗浄ブラシ又はパッドの後方に配置したスキ
ージで回収して汚水タンクに回収するか、又は、その汚水を浄化して洗浄水として再利用
するように構成した床面洗浄機であって、
　上記洗浄ブラシ又はパッドの周囲に空間部を設け、この空間部には、上記洗浄ブラシ又
はパッドの上面を覆う天板と、この天板の外周部に上記洗浄ブラシ又はパッドの外周を囲
むように内外二重に、而も、間隔をあけて並設した内側排気エアガード、及び、外側排気
エアガードとから成る排気エアガード体を配置せしめ、且つ、上記天板及び内外の排気エ
アガード体によって仕切られた断面が底面開口型の略円環形状の空間を排気エア室と成し
、この排気エア室の左右の上面部に対して、上記機体の後方で左右に分岐された排気ホー
スを介して前記排気エア室の両側より前記ブロアーの排気口を連通接続することにより、
当該排気エア室の圧力を増加するように構成して、当該増加した圧力によって上記排気エ
アガード体の全体を床面より浮上する上昇方向に付勢せしめると共に、
　前記内側排気エアガードの上下丈を、下端部側が床面に対して当接しやすいように前記
外側排気エアガードの上下丈よりも長く構成し、且つ、この外側排気エアガードの上下丈
を、下端部と床面との間に隙間が生じるように短かく構成したことを特徴としている。
【０００９】
（２）　また、本発明の請求項２に係る床面洗浄機は、前記排気エアガード体の一部若し
くは全部を可撓性部材を用いて構成し、且つ、少なくとも前記外側排気エアガードを内側
排気エアガードよりも撓みやすい形状、若しくは、材料で構成したことを特徴としている
。
【００１０】
（３）　また、本発明の請求項３に係る床面洗浄機は、前記洗浄ブラシ又はパッドが収め
られた前記排気エアガード体の内部空間をブラシ室と成し、このブラシ室の予め設定され
た高さ位置に、当該ブラシ室から前記排気エアガード体を貫通して前記スキージの方向に
開口するバイパス通路を開口形成したことを特徴としている。
【００１１】
（４）　また、本発明の請求項４に係る床面洗浄機は、前記洗浄水の給水手段が前記排気
エアガード体の内部に洗浄水を貯めてから、前記洗浄ブラシ又はパッドを回転して床面の
洗浄を開始するように構成すると共に、この洗浄を開始するに当たって、上記の給水手段
は、始めにその給水能力の範囲内で多量の洗浄水を排気エアガード体内に給水し、その後
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、予め設定した給水量若しくは時間に達したら、通常洗浄時の給水量に推移し、それと同
時、若しくは、予め設定した給水量又は給水時間に達する前に、前記洗浄ブラシ又はパッ
ドの回転を開始して、洗浄運転に推移することを特徴としている。
【００１２】
　上記（１）で述べた請求項１に係る手段によれば、天板及び内外の排気エアガード体に
よって仕切られた断面が底面開口型の略円環形状の空間を排気エア室と成し、この排気エ
ア室の左右の上面部に対して、上記機体の後方で左右に分岐された排気ホースを介して前
記排気エア室の両側より前記ブロアーの排気口を連通接続することにより、当該排気エア
室の圧力を増加するように構成して、排気エアガード体を床面より浮上する上昇方向に付
勢する圧力を増加させたことで、床面と内外排気エアガードの接触圧を低減しつつ、排気
エア室内が大気圧以上となり、内側排気エアガードより内側のブラシ室内の空間よりも気
圧が高いために、内側排気エアガードにより確実に洗浄水をブラシ室内に留まらせながら
床面洗浄をおこなうことができる。その結果、洗浄水の飛散や湧出を確実に防止できるた
め、洗浄水の使用量を少なくでき、そのために洗浄水タンクや汚水タンクを小型化でき、
床面洗浄機全体をコンパクトにする事が出来る。また、洗浄ブラシ又はパッドの周辺には
常に洗浄水を保水させることが出来るため、床面の洗浄効果が向上する。
【００１３】
　更に、上記（１）で述べた請求項１に係る手段によれば、内側排気エアガードの上下丈
を、前記外側排気エアガードの上下丈よりも長くして、床面に対して内側排気エアガード
の下端が当接しやすくしたことで、内側排気エアガードの密閉性を高め、他方、外側排気
エアガードの下端は床面に対して隙間を有する様に構成することで、排気エアの逃げ場を
排気エアガード体の外側に設けているために、常に排気エアガード体に上昇方向の安定的
な付勢力が及ぼされ、その結果、排気エアの過多によって、排気エアガード体が浮き上が
り過ぎて洗浄水が湧出してしまうことを防止することができる。
【００１４】
　次に、上記（２）で述べた請求項２に係る手段によれば、外側排気エアガードを内側排
気エアガードよりも撓みやすい形状、若しくは、材料で構成したことで、上記（１）で述
べた手段と同じ作用で、排気エアの逃げ場を外側に設けているために、常に排気エアガー
ド体に上昇方向の安定的な付勢力が及ぼされ、排気エア過多によって排気エア体が浮き上
がり過ぎて洗浄水が湧出することが無い。
【００１５】
　また、上記（３）で述べた請求項３に係る手段によれば、ブラシ室の予め設定した高さ
に、当該ブラシ室から前記排気エアガード体を貫通して前記スキージ方向に向けて開口し
たバイパス通路を設けたことで、ブラシ室のブラシ又はバッド周辺に給水により溜まった
洗浄水が予め設定した水位に達した場合には、洗浄水がバイパス通路を通ってスキージ側
に排水されることになるため、必要以上に洗浄水が蓄積されることがなく、洗浄水を適度
にブラシ室に貯めながら、同時に新しい洗浄水と入れ替えつつ、床面洗浄を確実に行うこ
とが出来る。
【００１６】
　更に、上記（４）で述べた請求項４に係る手段によれば、洗浄開始時に洗浄水を排気エ
アガード内部に貯めるまでの時間を速くして、洗浄作業がすばやく開始されることを可能
にする。
【発明の効果】
【００１７】
　以上述べた次第で、本発明に係る床面洗浄機によれば、スキージに吸引作用を及ぼす吸
引ブロアーの排気エアーを利用したスプラッシュガードを使用することによって、床面と
の接触による傷つきや摩耗の問題と、塵埃の飛散の問題も解消しつつ、優れた洗浄水の飛
散防止機能と溢出防止機能を発揮できると共に、排気エアガード体の浮き上がり過ぎによ
る洗浄水の湧出しも防止することができる。
【００１８】
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　また、本発明に係る床面洗浄機によれば、給水された洗浄水を長い時間洗浄に利用して
、水の浪費を極力防止するように工夫したことで、洗浄水タンクおよび汚水タンクを小型
化出来、それにより床面洗浄機本体もコンパクトに出来、また、頻繁な洗浄水の交換作業
が不要となるために洗浄作業が効率化され、小規模な工場や事業所や店舗などに使用して
好適な床面洗浄機が実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下に、上述した本発明に係る床面洗浄機の実施の形態を図面と共に詳細に説明すると
、図１は本発明の実施例に係る床面洗浄機の一部内部構成を示した外観図であり、図２は
図１に示した床面洗浄機の側面図、図３は本発明の実施例に係る床面洗浄機の底面図、図
４は本発明の要部断面図、図５は本発明の要部詳細断面図、図６は本発明の他の実施例の
要部詳細断面図、図７はその要部詳細図、図８は制御部のブロック図を示す。なお、これ
らの実施形態は本発明の好適な具体例であり、技術的に好ましい種々の限定を付している
場合もあるが、本発明の技術範囲は、特に本発明を限定する記載がない限りこれらの態様
に限定されるものではない。
【００２０】
　図１において、符号１で全体的に示したのは本発明に係る床面洗浄機で、１Ａは床面洗
浄機１の機体、２と３は機体１Ａの前後に取付けた前輪と後輪、４と５は操作ハンドルと
操作部であって、上記機体１Ａの内部には、洗浄水ＣＷの貯留タンク６と、洗浄後の汚水
 ＤＷ（以下単に洗浄汚水ＤＷという）用の汚水回収タンク７を有する。貯留タンク６に
蓄えた洗浄水ＣＷは適宜洗剤などを混合したうえで、貯留タンク６の底面に設置した給水
ポンプ８（洗浄水供給用電磁弁）を選択的に動作させて、洗浄水供給ホース９を通じて機
体１Ａの底面から、機体１Ａの前部底面に装着される円盤状の洗浄パッド又はブラシ１０
（以下単に洗浄ブラシ１０という）に供給される。また、上記操作部５には、運転状態や
各種センサーの状態を表示する表示器５Ａや、例えば以下に述べる洗浄用ブラシモータの
回転速度を多段階に切り替えるための操作ボタン等の入力装置５Ｂも設けられている。 
【００２１】
　洗浄ブラシ１０はブラシモータ１０Ｍにより回転して洗浄水ＣＷを媒介として床面ＦＬ
（図２参照）を洗浄し、洗浄によって床面ＦＬの汚れなどが析出されて洗浄水ＣＷが徐々
に汚れてくるが、その洗浄汚水ＤＷは、通常は床面洗浄機１を前方に移動させながら洗浄
作業をすることで、洗浄ブラシ１０の後部に配置した全体が円弧状に湾曲形成されている
スキージ１１によって中央部に集められ、次いで、スキージ１１の中央に配置したスキー
ジ吸気口１１Ａに集まって、後述するブロアー１２の吸引作用によってスキージ吸気口１
１Ａより汚水回収ホース１１Ｂを介して汚水回収タンク７内に回収される仕組みに成って
いる。 
【００２２】
　床面洗浄機１には強力なブロアー１２が搭載されており、その吸引力はまずは汚水回収
タンク７の底面から上方に連通させた吸気筒１３の上端のブロアー吸気口１３Ａに作用し
、従来のシステムではブロアー排気口１３Ｂより床面洗浄機１の外部に排気されているが
、本発明の実施例ではブロアー排気口１３Ｂには排気ホース１４が接続されている。なお
、排気ホース１４の詳細は後述する。
【００２３】
　このようにブロアー１２の吸引力が汚水回収タンク７に及ぶことで、汚水回収タンク７
は負圧状態となり、その結果汚水回収ホース１１Ｂを通じて前記スキージ１１のスキージ
吸気口１１Ａに吸引力が作用することになる。この吸引力によって吸引された洗浄汚水Ｄ
Ｗと負圧状態で吸引される流入空気は、一緒に汚水回収タンク７内に流入するが、洗浄汚
水ＤＷは自重により汚水回収タンク７内に落下して蓄積され、流入空気はブロアー吸気口
１３Ａより吸気筒１３を通ってブロアー１２に吸引されていく。
【００２４】
　なお、ブロアー吸気口１３Ａには図示しないゴミ用フイルターや飛沫防止用セパレータ
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が換装されており、洗浄汚水の飛沫などがブロアー１２に直接吸い込まれない様になって
いる。更に、ブロアー吸気口１３Ａには図示しないフロート弁が備わっており、満水時の
過剰吸水によるブロアー１２への浸水を防止している。　　　
【００２５】
　従来のシステムでは、上記ブロアー吸気口１３Ａより吸引された流入空気は、ブロアー
排気口１３Ｂより床面洗浄機１の外部に排気されているが、本発明の実施例においてはブ
ロアー排気口１３Ｂには排気ホース１４が接続され、さらにその排気ホース１４は床面洗
浄機１の後方で左右に分岐され、右の排気ホース１４Ｒが床面洗浄機本体１Ａの右側側面
に沿いながら下方の排気エアガード体２０（詳細は後述する）に連通しており、一方左の
排気ホース１４Ｌが床面洗浄機本体１Ａの左側側面に沿いながら下方の排気エアガード体
２０に連通している。
【００２６】
　ここで本発明の床面洗浄機１は従来の床面洗浄機とは異なり、洗浄ブラシ１０の周辺に
排気エアガード体２０が設けられており、排気エアガード体２０は外側排気エアガード２
１と内側排気エアガード２２と天板２３から成り、洗浄ブラシ１０の周囲に空間を空けて
設置され、実施例では排気エアガード体２０の自重分で床面ＦＬに接する様に成っている
。 
【００２７】
　図２は上述した本発明に係る床面洗浄機１の側面図、図３はその底面図、図４は図３の
Ａ－Ａ線に沿った要部の断面図、図５は図３のＢ－Ｂ線に沿った要部の拡大断面図であっ
て、次に、上述した排気エアガード体２０の具体的な構成をこれ等図３の底面図と図４と
図５に示した各断面図の記載に基づいて、詳細に説明することにする。
【００２８】
　上記の排気エアーガード体２０は、前述した洗浄ブラシ１０の周囲に設けた空間部に配
置されるものであって、排気エアーガード体２０の全体は、洗浄ブラシ１０の上面を覆う
円板形状の天板２１と、この天板２１の底面の外周部に、上記の洗浄ブラシ１０の周囲を
囲むように内外二重に、而も、間隔をあけて下向きに並設した内側排気エアガード２２、
及び、外側排気エアガード２３によって底面開口形状に形成されていて、内側排気エアガ
ード２２の内部空間が、上記洗浄ブラシ１０が回転するブラシ室２０Ａに成っている。
【００２９】
　また、両側を上記内外の排気エアガード２２，２３にて仕切られ、上面を天板２１でふ
さがれた底面開口形状の空間が排気エア室２０Ｈに成っていて、断面が底面開口型の略円
環形状を成すこの排気エア室２０Ｈの左右上面に、上記左右の排気ホース１４Ｌ，１４Ｒ
の各先端口が接続されていて、これ等両ホース１４Ｌ，１４Ｒを通して送られて来る前記
ブロアー１２の排気によって、当該排気エア室２０Ｈ内の圧力を増加して、この増加した
圧力によって上記排気エアーガード体２０の全体が床面ＦＬより浮上する上昇方向へ付勢
されている。
【００３０】
　更に上記の排気エアーガード体２０を構成する内外の排気エアガード２２，２３は、図
５の断面図に示す如く内側排気エアガード２２の上下丈の長さを、その下端部側が床面Ｆ
Ｌに対して当接しやすいように、上記外側排気エアガード２３の上下丈の長さよりも長く
構成すると共に、この外側排気エアガード２３の上下丈の長さを、その下端部と床面ＦＬ
との間に隙間ＦＸが生じるように短く構成している。
【００３１】
　以上の如く構成した排気エアーガード体２０は、図２において、本体１Ａよりレバー２
０Ｔを介して吊り下げられた構成をしているが、この排気エアガード体２０は洗浄ブラシ
１０の外側および上側を覆い、矢印ａで示した様に、床面ＦＬに沿ってほぼ垂直に上下移
動できる構造となっている。また、前述の左右の排気ホース１４Ｌ，１４Ｒは実施例では
可撓性のホース（蛇腹ホース）で構成され、本体側面に沿って排気エアガード体２０に対
して、上方からほぼ垂直に排気エアガード体２０の天板２１に連通接続している。
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【００３２】
　なお、排気エアガード体２０を本体１Ａより垂直方向にのみ上下動可能に規制する手段
として、他に複数のシリンダで連結する手段や、単に本体１Ａの底面に設けた穴部に排気
エアガード体２０の天板２１より突出した軸を嵌合させる手段も有効であり、排気エアガ
ード体２０とブラシ１０との隙間を一定に維持しつつ、排気エアガード体２０を上下動可
能に支持すればよい。
【００３３】
　また、図３は本発明の実施例である床面洗浄機１を底面より見た図であるが、この図の
様に洗浄ブラシ１０の周囲の排気エアガード体２０は、洗浄ブラシ１０から隙間を空けて
まず内側排気エアガード２２が位置し、そこからさらに等間隔の空間を空けて外側排気エ
アガード２３が設けられている。この内側排気エアガード２２と外側排気エアガード２３
で作られたドーナツ状（環状）の空間を前述した排気エア室２０Ｈと成し、前述の左右の
排気ホース１４Ｌ，１４Ｒはこの排気エア室２０Ｈに上方より垂直下方に下端口を開口し
て連通接続されており、実施例では左右の排気ホース１４Ｌ，１４Ｒが２箇所とも排気エ
ア室２０Ｈに連通している。
【００３４】
　なお、左右の排気ホース１４Ｌ，１４Ｒは必ずしも排気エアガード体２０の天板２１に
対して垂直に接合する必要はなく、排気エアガード体２０の外周部より接線方向に排気エ
ア室２０Ｈと連通させてもよく、左右の排気ホース１４Ｌ，１４Ｒの重さや曲がりによる
反力が排気エアガード体２０の上下動を妨げにくい様に留意した構造となっていればよい
。
【００３５】
　詳細に図示しないが、排気エアガード体２０および洗浄ブラシ１０、さらに洗浄ブラシ
１０を回転させるモータ１０Ｍは、図３のブラシ昇降ペダル２５を操作することで床面Ｆ
Ｌから上昇乖離させることが可能で、スキージ１１は図３に示すスキージ昇降ペダル２６
を操作することで、床面ＦＬから上昇乖離させることが可能となっている。
【００３６】
　図４は本発明に係る床面洗浄機の実施例の要部断面図を示し、排気エアガード体２０と
洗浄ブラシ１０とスキージ１１の構成を説明するための、図３のＡ－Ａ断面を示した図で
ある。
【００３７】
　左右の排気ホース１４Ｌ，１４Ｒは排気エアガード体２０の天板２１に上方より垂直下
方に連通接続し、その結果排気エアは外側排気エアガード２３と内側排気エアガード２２
と天板２１で仕切られた空間である排気エア室２０Ｈに作用し、本発明では左右の排気ホ
ース１４Ｌ，１４Ｒにより排気エア室２０Ｈ内に左右均等に作用する。二点鎖線にて示し
た給水ホース９および給水方向矢印は、図４のブラシ室２０Ａの洗浄ブラシ１０付近に洗
浄水ＣＷが給水される様子を示しており、洗浄水ＣＷは洗浄ブラシ台１０Ｔの中心部に位
置する上下連通路１０Ｒを通って洗浄ブラシ１０の内周部に滴下する。
【００３８】
　図４において内側排気エアガード２２とブラシ１０の間には洗浄水ＣＷが蓄積されてい
るが、この状態で床面洗浄機１の全体が前後に移動した場合でも、排気エア室２０Ｈには
排気エアが流入していることで大気圧以上の高圧の状態となっており、その反力で排気エ
アガード体２０の全体が上方に上昇付勢され、床面ＦＬと内外排気エアガード２２，２３
との接触部の摩擦は極めて低く抑えられ、内外排気エアガード２２，２３によって床面Ｆ
Ｌを傷つける懸念が無く、洗浄水ＣＷを保水しながら効率よく床面ＦＬの洗浄作業が実施
できる。なお、図３乃至図５において１０Ｋはブラシモータフランジである。
【００３９】
　また、図４の状態で床面洗浄を続けているうちに、給水量が増加しすぎてブラシ室２０
Ａ内に洗浄水ＣＷが蓄積され過ぎると、いったん洗浄を終えた後で洗浄水ＣＷの回収をす
ることが困難になる場合がある。すなわちスキージ１１の吸引能力以上に一度に多くの洗
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浄水ＣＷが排気エアガード体２０から流出した場合（ブラシ昇降ペダル２５の操作により
、洗浄ブラシ１０と排気エアガード体２０を上昇させた場合）に、洗浄水が広範囲に流出
してしまうと、スキージ１１での洗浄水ＣＷの回収に時間と手間がかかると考えられる。
【００４０】
　そこで本発明の前記請求項４に記載のポイントとして、ブラシ室２０Ａと外部を連通す
るバイパス通路２０Ｘ（図４参照）を予め設定した高さに設け、この高さ以上に保水され
た洗浄水ＣＷはオーバーフローとして常にスキージ１１側に排出させるようにし、回収能
力に見合った保水量を維持できるように工夫している。また、このバイパス通路２０Ｘは
実施例ではスキージ１１方向に１箇所のみ設けたが、複数のバイパス通路２０Ｘ…をスキ
ージ１１方向の本体１Ａの後ろ側に向けて設けてもよい。
【００４１】
　さらに、バイパス通路２０Ｘの高さを決定するにあたっては、図４及び図５に示した様
に洗浄水ＣＷは洗浄ブラシ１０の回転による遠心力により、洗浄ブラシ１０の外周方向に
寄っていきやすく、外側に行くにしたがって水位が高くなる傾向があるため、洗浄ブラシ
１０の回転速度の設定によっても好適な高さが異なるので、高さを調整式とすることも有
効な手段と云える。
【００４２】
　次に図５は前記図３のＢ－Ｂ断面の要部図を示すが、前記図４では左右の排気ホース１
４Ｌ，１４Ｒの接続状態が判りづらいため、図５に排気ホース１４Ｌ，１４Ｒが排気エア
室２０Ｈのみに連通する様子を明確に示し、ブラシ室２０Ａには排気エアは作用していな
い状態も示している。
【００４３】
　また、図４の実施例で示した様に、内外排気エアブレード２２，２３の高さを同等とす
る手段も有効であるが、ブロアー１２の吸引力を可変させた場合などに排気エア量が必要
以上に増えすぎると、排気エアガード体２０の排気エア室２０Ｈ内の圧力が増加しすぎて
しまって、排気エアガード体２０の全体が上昇方向に浮き上がってしまい、結果的に洗浄
水ＣＷが外部に流出する可能性があるため、図５では本発明の請求項２で示したポイント
として、内側排気エアガード２３の下端高さを外側排気エアガード２２の下端長さよりも
低くして（丈を長くして）、床面ＦＬに対して内側排気エアガード体２２下端が当接しや
すく、他方外側排気エアガード２３の下端は床面ＦＬに対して隙間ＦＸを有する様に構成
した特長も示している。
【００４４】
　これにより内側排気エアガード２２の密閉性を高め、他方外側排気エアガード２３下端
は床面ＦＬに対して隙間ＦＸを有する様に構成したことで、図５で逃げエアとして二点鎖
線矢印Ｒで示した様に排気エアの逃げる通路を外側に設けているために、常に排気エアガ
ード体２０に上昇方向の安定的な排気エア圧による上昇付勢力が及ぼされ、排気エア過多
によって排気エアガード体２０が浮き上がり過ぎて洗浄水ＣＷが湧出することが無い。
【００４５】
　なお、排気エアの風量や排気エア室２０Ｈの容量によって内側排気エアガード２２と外
側排気エアガード２３の下端高さの差を変化させて、所望の排気エアガード体２０に上昇
方向の安定的な付勢力を得られる様にする以外に、排気エアガード体２０の外周部に逃げ
エア用の簡素な逆止弁構造を設けるのも有効である。
【００４６】
　図６は本発明に係る床面洗浄機の他の実施例の要部詳細断面図を示したものであって、
この実施例では本発明の請求項３のポイントとして排気エアガード体２０を一体ではなく
、床面ＦＬに接する部分を可撓性の材質の部材で構成し、前記排気エアガード体の一部若
しくは全部を可撓性部材より構成して、少なくとも外側排気エアガードを内側排気エアガ
ードよりも撓みやすい形状で構成している。すなわち上記排気エアガード体２０の底面部
に取り付けられる可撓性排気エアガード体２０’を構成する可撓性外側排気エアガード部
２３Ｈは、図６の矢印Ｘで示した撓み方向に撓み易い形状で構成されているため、前述の



(9) JP 5047825 B2 2012.10.10

10

20

30

40

50

様にブロアー１２の吸引力を可変させた場合などに排気エア量が必要以上に増えた場合に
、この外側排気エアガード部２３Ｈが外側に撓んで、内側排気エアガード部２２Ｈとの空
間部２０Ｚが開放され、排気エア室２０Ｈ内の排気エアを連通口２０Ｓを通して外部へ逃
がすように作用をすることで、前述の段差を設けた排気エアガード体２０と同様な効果が
発揮できる。
【００４７】
　図７は全体を略ドーナツ形状に形成した上記可撓性排気エアガード体２０’の詳細を示
したものであって、（１）は平面図、（２）は側面図、（３）は裏側より見た斜視図であ
り、実施に当たってはさらに内側排気エアガード部２２Ｈにクッションチューブ部２２Ｔ
を設けて、床面ＦＬへの追従性も向上させる手段を講じることも有効な手段である。また
、このような可撓性外側排気エアガード部２３Ｈを実現するに当たっては、図６で示した
可撓性外側排気エアガード部２３Ｈの断面形状を有する一体の直線部材を、円形に撓ませ
て両端を接着して製作するのが常套手段であり、さらに排気エア室２０Ｈと空間部２０Ｚ
を連通させるために、連通口２０Ｓを図の様に複数設けて製作するのが良い。この場合、
可撓性外側排気エアガード部２３Ｈや内側排気エアガード部２２Ｈの断面形状を有する一
体の直線部材を成型して製作した後、これを所定長さに切断し、プレス工程により連通口
２０Ｓを開口させ、前後端を接着して円形にすることで容易に製作が可能である。
【００４８】
　この様にして構成した床面洗浄機１においては、通常の床面洗浄作業中にブラシ室２０
Ａに供給する洗浄水ＣＷの供給量を極力少なくしても、ブラシ室２０Ａから外部に洗浄水
ＣＷが湧出しにくいために洗浄力が維持でき、さらにその場に洗浄水ＣＷが留まる時間が
長いために洗浄力が向上する。
【００４９】
　効率良い洗浄によって洗浄水ＣＷが汚れてきて洗浄能力が低下してきた場合は、その洗
浄汚水ＤＷを回収するため、一旦洗浄ブラシ１０の回転を停止し、ブラシ昇降ペダル２５
を操作（踏む）することで、洗浄ブラシ１０とその回転用のモータ１０Ｍと、さらに排気
エアガード体２０も一緒に上昇して床面ＦＬから乖離する様に、内部が構成されており、
排気エアガード体２０が上昇することで一旦洗浄汚水ＤＷが床面洗浄機１の周辺に流出し
ようとするが、そのまま床面洗浄機１を前進させてスキージ１１で吸引させることで、容
易に洗浄汚水ＤＷを１００％回収することが可能となっている。
【００５０】
　その後洗浄作業を終了する場合には、図３で示したスキージ昇降ペダル２６を操作（踏
む）することで、床面ＦＬからスキージ１１も乖離させることで、床面洗浄機１の移動を
容易にさせるとともに、必要以上にスキージ１１のブレードを磨耗させたり、床面ＦＬを
引きずることがなく、各部品の耐久性を考慮した構成となっている。
【００５１】
　一方、再度床面洗浄をおこなう場合には、スキージ１１ならびに洗浄ブラシと排気エア
ガード体２０を床面ＦＬに降ろすよう昇降ペダル２５，２６を操作し、洗浄水ＣＷをブラ
シ室２０Ａに供給しながら洗浄作業を開始しても良いし、しばらく洗浄水ＣＷを供給して
ブラシ室２０Ａ内の水位が上昇してから洗浄ブラシモータ１０Ｍを回転開始させて洗浄作
業をおこなっても良い。
【００５２】
　さらに本発明の請求項５で述べたポイントとして、上述の洗浄水ＣＷの給水手段を制御
して、排気エアガード体２０の内部に洗浄水ＣＷを貯めてから洗浄開始するにあたり、始
めに洗浄水ＣＷの給水手段はその給水能力範囲内で多量の洗浄水ＣＷを給水し、予め設定
した給水量若しくは時間に達した後、当該給水手段は通常洗浄時の給水量に推移させ、そ
れと同時若しくは予め設定した給水量若しくは時間に達する前に、前記洗浄ブラシ又はパ
ッドの回転を開始する様制御することで、洗浄開始時に洗浄水ＣＷを排気エアガード体２
０の内部に貯めるまでの時間を速くし、洗浄作業がすばやく開始出来る様にすることが出
来る。
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【００５３】
　この実施例としては、図８に制御部のブロック図で示した様な前記のブラシ昇降ペダル
２５の状態を検出するブラシ昇降センサ２５Ｓと、前記のスキージ昇降ペダル２６を検出
するスキージ昇降センサ２６Ｓの状態と、操作部５の入力装置５Ｂからの操作開始入力を
受け、洗浄操作が開始されてブラシ昇降センサ２５Ｓが洗浄ブラシ１０の下降を検知した
場合に、給水用電磁弁８Ｔを最大給水量で給水し、予めプログラミングした時間若しくは
給水量に達したかどうかを時計回路ＴＭの歩進を監視しながらＣＰＵ３１で判断し、その
後通常洗浄時の給水量に推移させることで、実現可能である。
【００５４】
　図８に示した制御部のブロック図において、３４は上記ＣＰＵ３１と各種のプログラム
を格納したメモリー３２の間にバス３３を介して接続したインターフェイスであって、こ
のインターフェイス３４に上述した時計回路ＴＭ、表示器５Ａ、入力装置５Ｂ、ブロアー
１２、ブラシ回転用モータ１０Ｍ、給水用電磁弁８Ｔ、ブラシ昇降センサ２５Ｓ、スキー
ジ昇降センサ２６Ｓ、車速エンコーダ用センサ３５、汚水タンク水量センサ７Ｓ、洗浄水
タンク水量センサ６Ｓ、及び、スピーカ５Ｋが接続されていて、夫々がＣＰＵ３１の監視
下でメモリー３２に格納されたプログラムに従って制御される仕組みに成っている。
【００５５】
　本発明の実施例ではひとつの円盤状の洗浄ブラシ１０を用い、その周辺に同心状に配置
した排気エアガード体２０で構成した例を示したが、例えば円筒状で回転軸が床面と平行
なロールブラシを用いた床面洗浄機や清掃機においては、そのロールブラシの周囲に矩形
の排気エアガードを設けてもよく、また前述した特許文献２に示された様な複数の円盤状
ブラシの床面洗浄機において、そのブラシの周囲に楕円形や異形の排気エアガード体２０
を設けることも、本発明の応用として容易に可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明に係る床面洗浄機の外観および内部の給排水経路の構造を説明した構成図
。
【図２】本発明に係る床面洗浄機の実施例を示した側面図。
【図３】本発明に係る床面洗浄機の実施例を示した底面図。
【図４】本発明に係る床面洗浄機の実施例を示した要部断面図。
【図５】本発明に係る床面洗浄機の実施例を示した要部詳細断面図。
【図６】本発明に係る床面洗浄機の他の実施例の要部詳細断面図。
【図７】本発明に係る床面洗浄機の他の実施例の要部詳細図。
【図８】本発明に係る床面洗浄機の実施例の制御部を示したブロック図。
【符号の説明】
【００５７】
　１　　　　　床面洗浄機
　１０　　　　洗浄ブラシ又はパッド
　１１　　　　スキージ
　１２　　　　ブロアー
　１３Ｂ　　　ブロアー排気口
　１４　　　　排気ホース
　１４Ｒ　　　分岐された右の排気ホース
　１４Ｌ　　　分岐された左の排気ホース
　２０　　　　排気エアガード体
　２０Ｈ　　　排気エア室
　２０Ａ　　　ブラシ室
　２０Ｘ　　　バイパス通路
　２１　　　　天板
　２２　　　　内側排気エアガード
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　２３　　　　外側排気エアガード
　ＦＬ　　　　床面

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】
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